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タカ　ツルを狩る

中世アラブのタカ狩の詩より

堀内 勝*

Goshawk, Hunting Cranes

A Hunting Poem from the Medieval Arab World

Masaru HORIUCHI*

はじめに

ここに訳出し,考察を加えるのは,アッパース朝華やかなりし頃,詩人として活躍したアブ- ・

ヌワースAbuu Nuwaasu , 'al-Hasan bnu Haani' (イスラム暦130/西暦747-195/810年頃)の

tard (狩猟)に分類される詩-篇である。 「タカ　鶴を狩る」と内容から推しで題を付したが,

詩集の方にはhiraabunfiiquffaaz 〔手袋に(収まる)爪〕との標題になっている。この標題は第

人詩行の前半から採られたものであり, 「手袋」も比喰表現であり,また内容全体を表現しても

いないので,あえて内容を概観する別のタイトルを付すことにした。

二十諸行の本詩は,狩猟詩としては長い作品に属し,原文は三種を参照した。 『詩集』の方をベー

スにし, 『鷹書』中の「タカ狩の詩」の中に採録されているものを参考にした。 『詩集』とはA9-

mad`Abdul-Mujiidil-ёazzaaIiiが校訂,註訳したものであり, 1372 A. H./1953 A. D.にベイルー

トのDaaru卜Kitaabi卜`Arabiyy (出版社)より出版されたものであり,本題はDiiwaan Abii

Nuwaasと言う。この詩人の全作品が8つの主題別分野のもとにまとめられている,現在入手で

きる唯一のDiiwaan (詩集)である。2) 『鷹書』と本稿で略号して参照してゆく書は, Abuu

`Abdullaah 'al-Hasan bni l一軍usayn著のa1-Bayzarah鷹狩り) (1371 A. H./1952 A. D. Damascus)

である。後者の著者のことは,著書ともに,いずれの資料にも兄い出されない03)校訂者のM.

Kurdu ・Aliiは4),本書の内容から推して著者を概略以下のように紹介している。エジプト人で,

ファーティマ朝第五代がノフ・アジーズ・ピッラー(在位975-996A.D.)に仕えたbaaziyaar(タ

カ匠)である。 11才の時よりタカ狩術を学び,最終的にタカ匠頭となり,二万ディーナ-ルのイ

クタ-を授与される。タカ狩用の猛禽類,チーター,サルーキー犬を五万ディーナ-ルで管理育
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成を委される。カリフの「野の御幸」に多く同行し,特に378A.H. (988-89A.D.)の狩猟行

は史書にも記されている。カイロ近郊の狩場は旧カイロのフスタート地区より見ると,東北のム

カッタム丘陵地帯,東南のヘルワ-ン地域Deir卜Qusayr及び西を南北に流れるナイル河沿い地

域であった。そしてタカ狩術20年を経た年にこの書al-Bayzarahを書きしたためた,ということ

である。この書物については,稿を改めて述べることにするが165-166頁にかけて,本稿で述

べる詩作品が『詩集』とは多少の違いを伴なって記載されているので,これを指摘し参考にしな

がら訳論考を進めてゆくo

仝二十詩行は,内容的には前半11詩行までがタカに視点を据えたものであり,後半12詩行から

は鶴を狩る叙述となっている。 -詩行-詩行,タカ狩に関してのアラブの伝統概念,習慣等が伺

えて興味深い。本稿は三節に分けて観てゆく。第-節ではアラビア語の原文をローマナイズで記

し,その下に律格を示す(-は長拍, -は短拍)。5)そして和訳を行ない,律格に破格があればそ

れを記す。第二節では内容の考察を,第三節では形式(律格等の)の検討を行なうこととする。

第一節　原文　歩脚　和訳

1. 1　ad 'asbaqa 1-jaariyata 1-juunaa

-　- /　-　-　- / --

mm qabli taewiibi卜munaadiinaa

一　一　-　/　　　-　- / -　-

乗り行く鹿毛達　仲間と既に　競いつつあり

末だ礼拝呼集者の　声響きわたる刻の前なるに

〔破格　munaadiinaa ( munaadiyyiina 〕

2　bi-kulli ma`ruufin bi-'а`raaqi-hii

-　-　-　- / -　-　-　- / -　-　-

`alaa 'uyuuni卜armaniyyimaa
l

-　一　一　一/ - I -　- / --

娼KM

同行のタカのその血統　いずれも高名るものばかり
まなこ

たとえアルメニア人の　鑑識眼をもってしても。

〔破格'a`raaqi-hii　く'а`raaqi-hi 〕

i・ З　rabiibu baytinwa-annsunwa-lam

一　一　一　一/ -　-　-　/　-

yurba bi-riisi 1- ummi mahduunaa
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タカ　ツルを狩る(堀内)

-　-　-　- /一　一　-　- /一　一

わが家のまま息子　人慣れも　また良ろし
はね　もと　　　　　　　そt=

母親の翼羽の許　卵抱かれ　成育つに非らず

4 lam yunki-hii jurhu hiyaasin wa-lam

-　-　-　- / -　-　-　- / -　-　-

yab宮i la-huu bi-6-eufli taskiinaa

-　-　-　- / -　-　- / -　-

あらそい

獲物との闘争に　傷つけらるることも無く
ためL

また残淳で猟欲を　なだめられたる例無し

〔破格　yunki-hii　くyunki-hi

la-huu　くIa-hu　　　　〕

1. 5　kurrazu `aamin saaか-huu saa'i如n

-　-　-　/　　　-　- / -　-　-

lam yaddaxir `an-hu卜tahaasnnaa

一　一　-　- / -　-　　- / -　一

換羽して一年経ち　その姿形余りに美事にて

どれ程賛辞を送ろうと　賞め足りぬこと無し。

〔破格　saaか-huu　くsaaかIhu 〕

1. 6　'albasa-hu 1-takriiza min hawki-hii

-　一　一　一/ -　-　-　- / -　- I

wasyan ala 1-juju 1 mawduunaa
I`

1 -　-　- / -　-　-　- / -　-

あらしは

自ら織りし　新たな嵐羽で　身を装おい
いき

胸には横縞の　重ねし駁羽の　粋なチョッキ

〔破格　hawki-hii　くhawki-hi　　〕

1. 7 la-huu hiraabun fawqa quffaazi-hii

-　一　一　一/一　一　-　- / -　-　-

yajma`na ta'niifan wa-tasniinaa

(3)
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-　-　-　- /一　一　-　- / --

国際関係学部紀要

彼,皮手袋持ち　先に槍の穂先あり
みが

鋭く磨かれ　研ぎすまされ　並び集まれり

〔破格1а-huu　くIa-hu

quffaazi-hii　< quffaazi-hi J

kullu sinaanin `iija min sadri-hii

-　-　-　- / - I -　- / --　-

taxaalu `ltfay ra si-hn nuunaa

-　-　一　一/ -　-　-

なか

これら槍の穂先は　いずれもその中央より
-,・iaS

きれいな轡曲を見せる

その頂きの　両の端と　結ぶ形象　そは
Li b

徹の刃を想像わせる

〔破格　sadri-hii　くsadri-hi

ra'si-hii　くra'si-hi　〕

wa-minsann aklafa fii-hii safan

-　-　-　- / -　-　-　- / --　-

ka- anna-huu `iqdu Gamaannnaa

一　一　一　一/　　　　　　/ --

また畷　赤茶色にして　上が下より長し

それは恰かも　八十粒の　首飾りに似る

〔破格　fii-hii　くfii-hi

'anna-huu　く'anna-hu　〕

1. 10　fii haamatin kа- annamaa qunni`at

一一　-　- / -　-　-　- / --　-

ba`da hibaaIi s-saabiriyynnaa

-　-　-　- /　　　　　/ --

ずきん

頭頂の白きは　恰かも頭布　被りし如

サーブールの　仕立屋の　織りし白布の

(蝣1)



タカ　ツルを狩る(堀内)

1. 11　-muqlatin 'asraba 'aamaaqa-haa

-　-　-　- / -　-　-　- /一　一l

tibran yaruuqu s-sayrafiyyiinaa

/　　　-　- /一一

日と言えば　白目の部分　なめ尽くすは

両替商をも　その色で　驚ろかす程の黄金

1. 12　nursilu min-hu `inda 'itlaaqi-hii

-　-　-　- / -　-　-　- / -　-　-

`ala 1-karaakiyyi duraxmiinaa

-　　-　-　　-　-　-　- / -　-

りょう

いざ,実猟にて　タカ手より　放たれれば
ほaras

襲いかかるる鶴の　何たる災難なるか!

〔破格'itlaaqi-hii ('itlaaqi-hi 〕

1. 13　daahiyatun taxbitu 'a`jaaza-baa

-　-　-　- / -　-　-　- / -　-　-

xabtan yuhassii-ha l-'amarriinaa

-　　　-　　　　-　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　-　　　　　　　　　-　　　-

おもはず

不慮の災いかな　鶴　尻に一撃を喰らい
にが　もろもろ

苦き内臓を　その体内より　呑み込まれんとす。

1. 14　yahmii 'alay-ha 1-jawwa min fawqi-haa

1 -　-　- / -　-　-　- / -　-　-

himan Wa-y噌rii-ha卜'ahaayiinaa

-　-　-　/　　　-　- / -　-

タカ　鶴の空中舞うを禁ず　時にその上を飛びて

はたまた時には　どん欲にそれを狙うかとも。

1. 15　wa~hunna yarqana苧uraaxan ka-maa
l

-　-　- I / -　-　-　- / -　-　-

jahwara fi-S-si`bi 1-mulabbuunaa

(5)
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-　-　-　- / -　-　-　- /一一

鶴達　助け求めて　鋭き叫び上げる

坂道運ぶ駄獣が　難儀して上げる絶叫の如くの。

16　fa-muq'asun uebita fii sahn-hn

-　-　-　- / -　-　-　- / --　-

wa-Ⅹaadibun mm damihi t-tnnaa

-　-　-　- / -　-

次の瞬間　タカの爪　肺に達して　即死さす

大地を染めるは　鶴よりほとばしる鮮血。

〔破格

sahri-hii　¥ sahri-hi

卜tunaa ( t-tnna　　〕

17　qad masaqairhu fi 1-hasaa masqatun

-　-　一　一/ -　-　-　- / --　-

alqat mina卜jawfi 1-masaarrnnaa

一一　-　- / -　　-　/

はらわた　　　　さ

喋による一撃は　内臓を切り裂きて
EE

その裂き口の空洞より　腸などを撮み出す

〔破格

1-masaarrunaa　く1-masaarrnna　〕

1. 18　ruhnaa bi-hii nahmilu 'akbaada-haa

-　-　-　- / -　-　-　- / --　-

hi zawratin `asran wa-`isriinaa

-　/　　　-　　/　-

タカと共に出かければ　鶴の肝必ず持帰る

僅か一度の出猟だとて　十も三十もその肝を!

〔破格

ruhnaa bi-hii　くruhnaa bi-hi

`lsrnnaa　く`isriina　　　　　〕

1. 19 'a'ta 1-buzaata 1-laahu min qismi-hii
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-　一　一　- /一　一　-　　　　　　一

maa lam yuxawwil-hu 1-sawaahiinaa

- - -　　/　　　-

アッラーはオオダカ達に　その取り分を

与え給う

そはハヤブサ達には　決っして許し給わないものO

〔破格

qismi-hii ( qismi-hi

sawaahiinaaくsawaahiina　〕

35

1. 20 li-kulli sab'in tu'matun miela-huu

-　-　一　一/ -　-　-　- / -　-　-

fi-1-qadri 'in fawqan wa- in duunaa

-　-　-　- / -　-　-　- / --

猛禽のそれぞれには　オオタカ同様の

餌たるものあり

それ以上のものもあれば　それに及ばない

ものもあり　その能力に応ずべきもの

〔破格

miela-huu　くmiela-hu

duunaa　くduunan　　〕

第二節　内容　註釈

第-詩行:tardiyyah (狩猟詩)のmatla` (出立し,冒頭句)の定型に従って, 「出猟」の時刻

が表示される。多くは早朝,それも夜明け前であり,本節では,その時の表示がアザ-ン(礼拝

呼集)の, salaatu卜fajr (早朝の礼拝)の前,という表現でなされるO 「出猟」の足となるのは,

juunとjaariyah。 juunとはjawnの複数であり,それらはく暗色)を基底義として,動物の体毛

色を指示し, 「黒色」, 「暗赤色」が具体義であるO従って　く馬)ならば「鹿毛,黒鹿毛,アオ」

が当たる。 jaanyahとは「若い女,女中,女奴隷」が一般義だが,ここではく馬の同僚,仲間)

といったところ。なお『詩集』の註釈ではjuwnを「馬」だけでなく「ラクダ」の可能性がある

とし, jaariyahは「馬,ラクダ」の他に「nujuum　星々)」とする可能性もあるとする。6) 「星々」

とした場合騎乗の動物と何を　く競う)とするのは定かではない。また『鷹番』の方ではjaariyah

ではなくqaariyyah (れき青状・タール状のもの)としており,クルド・アリーの註釈では「黒

い鳥」を意味している,と記している。7) qaariyyah説をとれば「タカの黒さ」を言っているよ

うに解せられ,従って馬の色とタカの色がその黒さを競っている,ということになる。夜明け方

(7)
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〔図-1〕鴨を捕えたオオタカをquffaaz (皮手袋)の左手に据え上げる若き
タカ匠。 16世紀イラン。パリ・ルーブル博物館蔵。

の,白みゆく時刻を考え合わせれば,この説も成り立とう。とは言っても,早朝のアザ-ンは,

どうみても未だ暗いうちであるし,本文ではそのアザ-ンが唱えられるさらに前の時間帯のこと

とされている。

「アザ-ンの声」を直接表現せずにtaewiibi一munaadiinaa 〔(礼拝)呼集者の声の反響すること〕

という換諭表現をとっている。 munaadiiとは「呼びかける者」であって,アザ-ンを唱える人,

mu'аббinとここでは同義として用いている。 munaadiinaaは破格が重なったもので,原型は

munaadiyyiinaで,まず垂子音平滑化の処理が行なわれmunaadiinaとし,次いで以下の押韻に合

致するためsilah処理され, -naがnaaとなった。 silahとはrawii (押韻子鼠　本詩の場合/п/)

が開音節,即ち母音を伴なっている場合(これをmuqayyadahという),母音aの場合, 'aIifを付

加して長母音化が許される,この事例に当たる。8)

第二詩行:早朝の旅出において乗り行く馬に続いて,視点を手に据えるタカに移す。タカの血
トヤ

筋の良さは,次行でも明らかなように聯飼いで何代も混り無く続くものO　ここで用いられている

「血統」の原語'а`raaqは`irqの少数複数形。多数複数形は`uruuqまたは`iraaq。 `irqとは(木

の根)が概念を形造る「根本,根源」の意味を核として, 「血筋・血統」の意味を外延させる。

tadaaraka-hu 'a`raaqu xayrin　善の血統は彼に及んでいる)という言い回しもある。そして鷹術

(8)
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に巧けた北方に住む「テルメこア人」 al-'armaniyyiinaa。現在のアルメニアはトランスコーカサ

ス地方になってしまっているが,かつてはもっと南方の現在のトルコとイランの国境山岳地帯に

あった。アルメニアはヴァン湖やアララート山を包合しており,そこはオオタカの中でも白羽の

著しいBaariqiyyah (雷光)種の主産地でもあり,またハヤブサの中では最大のSunqur (シロバ

ヤブサ)の産地でもあったO　これらを手にしてやって来るアルメニヤ人のタカ匠やタカ術をアラ

ブは一目を置いていた。アルメニア産のタカ類に顕著な白羽は,寒地の降雪地帯であるため,雪

がその白さを一層極立させ,より優美にするものと信じられていたO　アルメニヤ人の鷹匠の往来

及びアルメニア産の名鷹アル・ヤフシュールのことについて,父と共に自ら鷹匠であったイブ

ン・ムンキズが『回想録』の中で語っている件りがある。9)十二世紀前半,十字軍との戦争状態

にあったシリア北方シャイザルの城主であったイブン・ムンキズは,この書物の後ろ三分の一を,

タカ狩を中心とした己の狩猟行の思い出を綴っている。

この詩行, 『鷹書』の方ではma・ruufinの所をmansuubinとしている。　mansuubとは「nasb(系

秩,系譜,家系)の辿り得る」, 「血統が明らかな」の意味であり,血統をより強調している表現

であって,こちらの選句の方が良いとも言えよう。

第三詩行:タカは一腹で平均囲個の卵を産む。その中で巣立ちを迎えるのは,良くて二羽であ

る。子育てに熱心かどうかには個体差があり,往々にして血筋の良いタカは子育てはうまくない

し,子もひ弱い。こうした子は卵の時期から育ての上手な,全く別な成タカの「まま子」になる。

「まま息子」の原語rabiibとは　く産み親でないものに) 「養われ,育てられる子」であり,人間

の場合のみでなく,他の雌親の乳で育てられる　く馬,ラクダ,辛,山羊)などにも適用される。

ここでは詩人本人の所有のタカの中からの交配種ではなく,血統正しい他家のタカを,卵の時か

ら,またはヒナになった時から自家の雌に母親代りとして育てさせたものO　同一種交配から来る

劣化,弱化を避ける配慮はアラブには古くからあった。

「人慣れも　また良ろし」。野生のタカを「人慣れ」させるのは,鷹術においては,まず必要な

第一歩である。これをmanningと呼んでいるが,人慣れのみでなく,人間と共に生活し,猟を

するのであるから,人的環境,人々の往来,雑踏,人声,現代ならば車の騒音,クラクション,

犬の接近,及びその鳴き声,等に驚かない訓練を行う。アラブでは本文のようにanusまたは

ta'niisと言う。

「卵抱かれ」の原語はma興uunan,直訳は「抱卵されたことについては」。動詞hadanaは「抱

卵する」の義であるが,元はhidnという名詞が先行するо興nとは「胸,わき腹,わきの下」と

いった分化した意味と,それらを合わせた「胸元」の意味がある。分り易く言えば「赤児などを抱

いた時の,抱いた側が当たる部分」のことである。興nから派生しているためhadanaの第一義

は(人間などが) 「抱く,抱擁する」であり,く鳥などが) 「抱卵する」は次義である。

第四詩行:血筋が良い,ということは見た目だけでなく,実際の猟においても実証されねばな

(9)
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らない。なだめ,すかしに対しては気品で拒む。 「獲物との闘争」の原語hiyaasとは, 「策略をもっ

て相手に対処する」, 「相手にうち克たんと,うち負かそうと一生懸命になる」の義であり,タカ

の場合,相手のく獲物)との「闘争」ということになる。猟場の経験を踏む程,そのタカの獲物

に対しての接し方が巧妙に,巧滑になり,負傷することも無くなる。獲物を捕えたなら,当然獲

物の肉の一部が分け前のはず。 「残淳」 euflであってはならない。 euflとは厳密には穀類,食べ物,

液体などの容器の中に残ったもの,澱,を意味する。 euflを用いた諺にlaysa e-Guflu ka十mahdi
き

(澱は生とは別物)がある。混ぜ物・残り淳と本物とを一緒くたにするな,の意味で用いられる。

他のタカにやる餌とか自分の餌でも残り物で,その日の餌がさを済ませるような評価の低いタカ

ではない,ことを言っている。第十九詩行も参照。

第五詩行:視点をタカの背中,即ち翼に移し,全体を見る。 「換羽して」の原語kurrazとは「タ

カ狩に用いるタカ,ハヤブサ」の意味である。その具体的内容は動詞karazaが明らかにしている。

karazaとは一般義「隠れる,避難する」であるが(タがが動作主になると「羽毛が抜け換る」,

「換毛する」の意味を実現する。そしてその受動形kurizaは　くタカが羽毛の抜け換わる間) 「小

屋・カゴの中に入れられる」意味となる。我が国でも猟期が終る4月頃,タカをきれいに換毛さ

せるために暗い部屋に閉じこめる。これをトヤと言い,縛の字を当てる。

第六詩行:翼にさらに言及した後,視点を前に移し,オオタカに特徴的な胸の様を叙す。

「自ら織りし　新たな嵐羽で」の原文1-takriizami叫awki-hiの直義は「彼の織りで(仕上った)

換毛を」。 takriizは上述のkurrazと同語根O 「嵐羽」とは特に「タカの羽」のみを指す和語。胸

の色相いをチョッキに見立てる,何と巧みな輸え! 「胸」はsadrが一般語であるが,ここでは

JUJUつpl.ja'aaji')が用いられている。 JUJUは特に「鳥の胸」 「ハト胸」を意味場の中心に持ち,

それから広く「人間の胸」, 「馬の胸」さらにく舟の胸)すなわち「船尾」の意味にも拡大される。

鴨の胸を材料にした料理は,アラブ世界でも最高の美味の一つとされているo maa'atyaba

juuбaaba -'aruzzibi-ja'aaji'i l-'iwazzi ! (鴨胸のジューザ-ブ・ライスの何とおいしいことよ! )

という慣用句がある。ジューザ-ブとは「人を魅するもの」の意味で「新鮮な肉と砂糖とで調理

した料理」のこと。胸は翼と色の見事な対比を見せ, 「駁羽の粋なチョッキ」Oその原語wasyと

は「飾りのついた,または刺繍された衣」。タカの胸毛は,若タカの時はタテ縞であったものが,

トヤを重ねるとヨコ縞を増やしてゆく。成タカは黒い横縞を密に重ね,白黒まだらの奇麗な胸に

なる。ここでは,二・三年目のタカなので胸の上部だけが白黒の縞になっており,チョッキを着

用したように見えると思われるので,こう訳した。 「駁羽」とは「色のまだらな鳥の羽」を意味

する和語。

第七詩行:正面に向いた詩人の目は,タカの胸から足もとに移行。はっとさせる比倫。「皮手袋」

quffaazは,本来ならばタカ匠がタカを手に据えるための「皮手袋」11)であるが,後続の内容,

(10)
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及び所有代名詞「私の」ではなく,タカを指す「彼の」から,そこから「足ゆび」すなわちかぎ
ふせき

爪の延びている根本の足先,すなわち附脈の先端を言っていることが分かる。酎朕から比の部分

はウロコ状に裸出しているので我が国の鷹術用語では「ウロコ」と呼ばれていた。そしてそのウ

ロコの先端は「槍の穂先」 hiraab。単数はharbahoこれを動詞化したharrabaとは「槍の穂先を
Will

尖らす,鋭くする」の義。長い槍はrimaahというのに対して,より短く小型で穂先が広い槍,

これがharbahであるO　もっと小型のものは,この指小辞huraybahという。タカの,あの鋭い

鈎爪を「槍,槍の穂先」になぞらえ,両足で前六本,後二本の槍が揃えらえている,と描写して

いるのである!釣爪すなわち槍の穂先は「鋭く磨かれ」ている。原語ta'niifanは「鼻と化する」

- 「物の先端を鋭くする」 - 「矢尻,槍の穂先を尖鋭化する」。先端の鋭さだけではない, 「研ぎ

すまされ」てもいるのだ。その原語tasniinaaとは「歯と化する」 - 「歯のように出歯ったもの

を鋭くする」 - 「研ぎすます,洗練する」。タカの鈎爪はアラブのそれよりも,我が国ではさら
か

に分化された認識体系を形作っている。後祉(第一祉)の爪は獲物を懸ける「懸け爪」,前祉の
から

第三祉(内祉)の爪は獲物を打ちつける「打ち爪」,第三祉(中祉)は獲物の体に摘んでゆく「鳥

摘み」,第四祉(外祉)は獲物の体に爪を返してゆく帰龍「かいるこ」又は「かえるこ」と。さ

らにこれら鈎爪に班がある場合の呼称もある。12)

第八詩行:前・後半詩行とも鈎爪のことを述べているのか,前半詩行のみであって,後半詩行

は直義通り「頭」の描写に移行したのか,定かではない。どちらにも解釈できるよう,訳に工夫

をこらした。次詩行では唱も含めた頭部に描写は移っているので,後者の説がより妥当していよ

うか。原詩には大きな異同がある。前半詩行sadri-hiのヶ所が『鷹書』ではmatni-hiに,また

後半詩行の'itfay rasi-hiのヶ所がmahnay.itfi-hiとなっている013)これに従えば,訳は「その

中央より」が「その背中より」になり, 「その頂きの-そは」は「その傍らの結ぶ二つの造作い

ずれもが」となる。

「槍の穂先」 smaan。この原語は内容の推移からタカの鈎爪と解釈するのが最も妥当していよ

う,但し　く物の先端),即ちタカの部位の先端,唱,頭部,翼など,その解釈も成り立つ。これ

と平行して「中央」の原語はsadrである。 「胸」が第一義であるこの語を文字通り解すると,形

姿全体を描いていることになり, 「胸から各部位の先端まできれいな曲線を描いている」との解

釈できる。タカの姿は,確かにいずれの部位も,尾羽などの浅い程度はあれ,曲線となっている。

「観の刃」も三通りの解釈が成り立つ。 「鈎爪」のその曲がりは,反り返ったアラブの,あの蛮

刀の刃に似る。一方の「頭」説。 「徹の刃」の原語はnuun。 nuunの最も一般義はアラビア語ア

ルファベット第25番目の文字名称である。その形象(〔図-2〕を参照)を全体的に眺めると,

下段の左端の書体が明らかなように,ヌクタ(点の部分)が喋を含めた頭部となると想像される。

一方nuunを「親の刃」ととると頭頂部の線のイメージか,あるいは,大タカに顕著な眉線(冒

の上,境の上部から後頭部にかけて延びる白線。眉のように見えるところから眉線,短いものは

眉班と呼ばれる。欧名ではSuperciliary stripeまたは簡単にEyebrow)の描写とも解釈できる。

(ll)
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第九詩行:タカのもう一つ

の鋭きもの,武器である「喋」

minsarにまた鋭く迫る。猛

禽類の喋はmmsarというの

に対して普通の鳥類の「曝」

はminqaarと言う。これは

英語のbeakのbillに対する

のと同様である。その形容の

一つが「上が下より長し」

safari (safaa。 safaaとは「三

つの平行する長いものの先端

が等しくない」ものを言う。
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◆

」

Lも①
〔図-2〕アラビア語アルファベット

nuunの上は一般形,下は

ディーワーニー書体三種

その違いも,微妙なずれでな

く,明らかなもの,例えば指で言うと人差指と中指との差ではなく,人差指と親指との長さのよ

うな場合を言う。タカ類の上下の境は,この例えの如く,親指を人差指で覆ってなお爪の部分が

外にはみ出る,そのような形になる。人間の唇で「上下がうまく合わさらず,上の方が垂れ下が

るような」唇をした人を'asfaと言い,上述のsafaaと概念を等しくする。

唱の愉え, 「八十粒の　首飾り」 "iqdu 6amaammaa。この奇抜な憶えを両原書の註釈者はいず
V  I　　-¥-

れも何を指して愉えとしているのか黙して語ってくれない。八十という数は,我が国の八百や八
ソ

十とと同じく　く多数,沢山)を表わす数である。民話でも「八十の窓」, 「八十のランプ」, 「八十

のローソク」, 「殺された数八十人」など「四十」と並び,それよりももっと数の多い,という意

味合いをこめて用いられる。ここでは数の多い首飾り(真珠では多くて60粒が首飾りを構成する

敬)であるから,同時に長くもなって,その置かれる形が丸形から20粒程あぶれた余りの形がタ

カの境の形になることを言ったものと思われる。赤茶色という色の配慮を勘案すると,真珠より

もルビーか。

第十詩行:視点を頭頂に移し,オオタカではやや珍しい白色が入り,それも相当の広さを占め

ていることが叙されている。 「頭頂」の語haamahは, 「頭」 rasの全体の中, 「前頭部」即ち「額」

はjabhah, 「後頭部」即ち「うなじ,首筋」はqafaa', 「側頭部」はjidaar (直義は「囲い,壁」)

に対して「つむじ」 daa'irahを中心とした,あるいは二つの頭骨の合わさる「縫合部」 mufraq

を中心とした部位を指す。 「頭頂の娘達」 banaatu 1-haamahとは「脳髄,脳味噌」 muxx, dima増

のことを, 「頭頂の母」 'umm卜haamahとは「脳髄膜,脳味噌を外側から包む薄膜」のこと。頭

頂部の羽毛の滑らかさ,白さが織り物に愉えられる。後半詩行, 『鷹書』の方では前半二語が

sabbahayyaakiとなっており「織り手の白布」がより明瞭な語が選ばれている。

サーブールは地名であり,原語のs-saabiriyyiinaaの直義は「サービリーの人々の」であり,

(12)
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サービリーとはサーブールの変形形容詞の形である。 saabuurとはペルシャの一地方名であるが,

この地の出身の故かサーサーン朝の時代,及びイスラム期以降もこの名で知られる著名人が出た。

サーブール一世(A.D.241-272)はサーサーン朝の王で,ビザンツ帝国と争い,現在トルコの

東方にあるこシービーンを併合し,東ローマ皇帝ヤーヌースを捕虜としたことで知られる。サー

ブール三世(A.D.310-379)もビザンツと戦闘に明け暮れ, 「肩抜き王」と緯名された。捕虜

となった男の肩甲骨をすべて外させたことで知られる。サーブール三世(在位383 -87),彼の時

代にはアラブ諸部族とも戦い,後者の勢力が強くなっていったことが推断される。 Saabuuribn

'Ardasiirは,イスラム期以降十世紀にブワイ朝の大臣として活躍し, A.D.990年のバグダード

に図書館を建設し, 1万冊の図書を寄贈したことで知られる。サーブールの地及びサーブール人

は上質で繊細で優雅な衣裳を作ることで知られており,本文ではこの後者の意味合で用いられて

いる。

第十一詩行:タカの体の部分の描写の最後はその特色である黄目でしめくくられる。輝く黄目

は確かに黄金色に見える時がある。 「目」の原語muqlahとは「白目と黒目を合わせた全体」即ち

「目玉,眼球」及び叫matu1-`ayn　目の脂肪分)を言うоそしてオオタカの魅力「白目」оその

原語`aamaaqは`amaqまたは`amqの複数形。厳密には「眼球の涙腺に近い部分」, 「白目の鼻の方

に寄った部分」ということになるが,ここではりadaqah (瞳孔)の外円,即ちquzahiyyah (虹彩)

の部分を指す。この部分が黒いか黄色いかでワシ・タカ類は二分される。オオタカも含めた多く

のタカ類はく黄色日),多くの隼類,ワシ類はく黒色目)である。アラビア語には双数表現があり,

目も白目も双数で表わされねばならないところだが,律の関係もあろうか,前者は単数,後者は

複数で表現されている。
つぷ

「黄金」の原語はбahabではなく,ここではtibrなる語が用いられている　tibrとは「潰され
こわ

たもの,壊されたもの」の原義から「砂金」の意味で一般に用いられる。或いは「金の原料」と

いうような意味合いで,加工されたものがбahabであり, 「金貨」に鋳造されたものが「aynと

言うという説あり。黄金から両賛商を引き出す連想の妙。

第十三詩行:内容は一転して,この詩行から実猟のシーンになる。狙う獲物は鶴である。 「鶴」

karaakiyy。単数はkurkiyy。湾岸には春,秋の一時期渡って来る。我が国も特に江戸時代鶴料

理があり,宮廷や幕府,各藩とも正月の公式の食事には欠かせないものであった。15)ァラブでは,

鶴の肉は「乾にして暑」,香ばしく,精をつけるものとして好んで食された。各部位にはそれぞ

れ薬効があり,医食としても利用されていた。16)鳥の中でも最も大型の鶴を狩るのは,限られた,

特にそれ用に訓練されたタカであることも同時に示していることになる。

行末のduraxmiinaa 「何たる災難なるか」。この原語は稀語であるらしく,普通の辞書類のみか,

大型の辞典類にも兄い出せない。唯一Lisaanu卜`Arabにこの語のみ「daahiyahと同義」との記

述があるだけであり,語根も派生語も述べられていない。註釈類も全く同一の説明である。

(13)
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daahiyahの語は本詩の次諸行の冒頭にある。

第十三詩行:タカは鶴を一撃で仕止めようとした。実際そのように訓練される。大型の鳥であ

る鶴は頭部を狙わない限り即死は不可能。尻を襲われた鶴はタカに呑み込まれるはずの内蔵を飛

び出しながら落下してゆく。 「一撃を喰らい」の原文taxbituxabtanは直訳すると「(タカ)一撃

を喰らわせ」となり主語はくタがであるが,内容の流れから　く鶴)に焦点を合わせ,受動の訳

を行ったO xabataxabtanとは,ラクダとか馬,ロバなど四足獣がく前脚)で大地を「踏みつけ

たり」,敵対する動物・人間を「蹴ったり」する意味である。これに対して「後脚で踏みつけたり,

蹴る」ことはramaりaの語が当てられている。タカの一撃は,鈎爪を前に伸ばして行うことから

xabataの語の方が選ばれたのであろうO詩人の狩の実際の知識と描写の巧みさが想像されるО

恐らく懸け爪と打ち爪とで尻を切り裂かれたのであろう「若き内蔵」がその体内から噴き出てゆ

く。その原語al-'amarriinaaとは, 「最も若き三つのもの」の義で,具体的には「貧困と老衰」,

「sabir　アロエ)とeuffaa'カラシ)」, 「ニガヨモギとコロシント」。このような簡便な双数表

現はアラブ文化の中で二つの対局にあるもの,或いは類同のものを選び出し「最も～な三つのも

の」という典型を作り出しているO　ここでは鳥類の尻が引き裂かれる場合であるから小腸から大

腸といった美味な部分ではない,食べて苦いだけの部位を言ったものか。この語は'amarr (慕

も若き) -'amarraini (最も若き三つの,対格) - amarrnna　疑似複数化双数対格) - amar-

riinaa (脚韻統一のための'aIif付加)の手順で変化している。

第十四詩行:一撃で倒せなかったタカはUターンして,獲物を下に見て空中高く再び舞い上が

る。この飛行動作はタカ類が,獲物を襲ってもろとも地面に落ちることもあるが,危険が大きい

ので鋭い鈎爪で「一撃を与えて」,再び舞い上って獲物の状態を見,位置を見定めて,再び急降

下して獲物を仕止めるための動作である。その様が上下の位置関係,タカの様子,鶴の傷つき具

合からタカが鶴の飛行を禁ずる風にも見える,という訳である。その飛行習性を見事にとらえて

の描写であるO獲物の上に舞い上がり,好位置につけることを英語ではmountと,アラブ世界

ではtahliiqと言っているо後者は「頭を削る」意味から由来している。

癖十五詩行:大地に落とされた鶴はなお生き延びようと「助け求めて　鋭き叫び」をあげる。

原語は一語suraaxanのみであり,普通には「叫び」の義で広く用いられるが,その内容はこの

詩行の如く　く危険にあって自らの力ではどうしようもなく,他のものに助けを求める)叫びであ

るO従って同じ「叫び」であってもく喜このとかく怒り)とかのそれではない。従って?aarix

とは「叫ぶ者」の意であるが,同時に「助けを求める者」でもある。 suraaxと同義語に苧arxah

があり, kaanatka-?arxati十りublaaという諺がある。 「それは任産婦の叫びのようであった」が

その意味だが,出産は予期せぬ時に来てその産婦の叫びが突然上がる。不意に,予想外に,突然

に生ずるでき事に対して言う。

(14)
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鶴の叫びが駄獣の叫びの如くとの,これまた奇抜な喰え。 「駄獣」と訳出したmulabbuunaaは

mulabbの男性複数脚韻変化形。 mulabbとは「labab (駄用の騎舵や馬,ロバの腹のところに付

す腹帯)を装着されたもの」の義である。 「腹帯のゆるみ・たるみ」 (raxiyyu -labab)とは「たっ

ぷりした,裕りのある」換愉となっている。 『鷹書』の原詩にはこの詩行欠。

で

第十六詩行:狙い定めて急降下するタカの二度目の襲撃は,鶴も探傷を負っていることもあり,

誤たず急所に爪を突き刺す。その衝撃の強さはほとばしり出る血しぶきによって,またその降り

かかる大地の染まりによって表わされる。 「肺」の原語sa中二は「心臓」またはその周辺も含め

た「心臓部」の意味もあるが,普通には「肺」であり, ri'ahと同義とされ, 『詩集』のal-Ga-

zaaliiの註釈でもそのように註されている。 「彼の肺はつり上った/ふくれた〔'intafaxa(t) sah-

ru-hu〕」とは「彼は度を越えたことをした/無理をし過ぎた」の意味で慣用されているが,普

通には,臆病者,弱虫が恐ろしくてたまらないのに無理をしてやせ我慢している(していた)こ

とを言う。やせ我慢をすると,アラブはこのように「肺が気管支の方につり上がる/ふくれる」

と考えているO sahrの語根saharaには「肺を傷つける」の基本義があり,またsahiirという受

動形的形容詞派生形には,これを受けた「肺に傷を受けた者,肺の弱い者,胸腹部に痛みを持つ

者」の意味を実現する語がある。なお『鷹書』にはsahrではなく, nahr　屠殺部位,のどの頚

動脈の走っている部分)と記されている。この部分も急所で即死させる部位には違いない。

急所に爪を突きさし「即死さす」。その原語muq`asは「即死させられたもの」の義で前半詩行

は,主語がく鶴)の受身構文であるが,内容の流れから　くタカ)を動作主にして能動態に直して

訳した。 「即死qa`?」の使役動詞'aq`а?a 「即死させる一には(狩猟)をメルクマールとした対義

語が二つある。 'asmaa 「視界内で死なせる」　anmaa 「視界外で死なせる」がこれらであるO飛

道具を用いての狩,それには弓矢,檎,鉄砲の直接狩猟と,犬類・タカ類・チーターほかの動物

を役しての間接狩猟とがあるO猟の行為者と獲物との間には距離が介在し,また大型動物の獲物

程簡単には死なない。さらに鳥類が獲物の場合,死体の確認はできたとしても相当遠距離のもの

となるO　イスラムの食規定では狩の獲物がく視界)内での死亡ならばその獲物は可食となり(視

罪)外ならば,狩によるものとの証拠が確認されない限り不可食となるO従って「即死」は当然

可食となる。17)

第十七詩行:檎(鈎爪)で突き刺した後は叙(喋)で切り裂くことになる。蛮刀の一太刀は外

皮のみか内蔵をも裂き,大きな空洞を作る。前半詩行の直訳は「-裂きは既に彼をその内蔵にお

いて裂いた」である。 「-裂きは裂いた(masaqat masqatun)」の同族語畳語用法。 masaqaの動

作は当然く畷)によってなされるが,語本来は「く衣服)を裂く」のであって対象は衣類である。

このイメージがタカの獲物をその鋭い喋で引裂く叙に転用された。 「衣服が裂かれる」再帰動詞

はtamassaqa, 「切り裂かれた衣服,ぼろの衣服」という実名詞はmisqahとかmasiiqと言って

いる。

(15)
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本詩行には腸と内蔵が同時に登場するо 「腸」 masaarrnna (ma?aarrと,前半詩行の「内蔵」

軽aaとは同義語らしく,いずれの書の註釈にもmi`aa (pi.'am`aa')に同じとあるо前者はより

上部の「胃」辺りが中心と言えようか, 「己のmasaarrを満たすまで飲んだ」 sariba中attaa

mala'amasaara-hu)と言う表現がなされる0 -方hasaaの方は繁用され,く腸) - (内蔵) -く腹

那)まで意味が拡大されて用いられている。この語を使っての「痩せた男」という表現には二様

あり, rajulunxamiisu1-軽aaとは「内蔵(三腹)の空の,飢えた男」であり,我が国の「ガリ

ガリ」とか「ヒョロヒョロ」に相当しようし,一方rajulunlatiiful-軽aaとは「見苦しくない,

優しい腹をした男」とは「デブではない,肥満さの見えない男」に相当する良いイメージで見ら

れる。お腹の線が見事な,スマートな女性はdaamiratu　りasaaと表現されるо 『鷹書』ではこの

詩行は第13と第14詩行の間に置かれているが,内容的にもここが応しい。

第十八詩行:タカが己の四・五倍も体の大きい鶴を身の危険も省ず襲うのはその肝目当て。「鶴

の肝」 ('akbaada-haa)とは,何の註釈もないが,以下の詩行の内容から推察されるようにタカ

の好物であったようだ。胸肉他は人間の食べ物として珍重し,内蔵の中でも肝を選別してオオタ

カ用の特別食としていた,と思われる。 「肝臓」は(夢判断)においては知識,金銭,子供の表

象とされている。一回の出猟で「十も二十もその肝を」とあるが,いくらかは獲物をとった直後

に与えていよう。持ち帰ることを考えると一連のタカではこの数は多過ぎる。誇張と受取れば良

いが,一回の出猟で,一連のタカが獲れる量は六・七羽が平均であり,ましては大型である鶴な

どは,その仕止める数はずっと少ないはずである。 『鷹書』にはこの詩行欠。

〔図-3〕現代アラブ・アブダビのタカ匠。 miXlaa (餌合子袋)をたす

き掛けにし,皮手袋より商便なマッフ状のmanqalah Lた左
手をタカに向け据え上げようとしている。筆者撮影。

(16)
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第十九詩行:初めてsaahiin (複sawaahiin),即ちハヤブサの名前を出し,オオタカとのタカ

狩用のライバルと対比させる。神の名を出すことにより,その違いが絶対であることを示してい

る。「その取り分を」の内容は,オオタカとハヤブサとの狩る獲物が異なるところから発している。

短翼長尾で性猛々しいオオタカは己の何倍も大きい鶴やコ-ノトリをも襲って獲物とするO　それ

に対して長翼短尾のハヤブサ類は主に鴨や鴫などをスピードを出して蹴落して捕える。こうした

獲物の肉や内蔵が,分け前としてタカ狩用のタカ・ハヤブサに与えられるところから,己ずとそ

の「取り分」は異なることになる。 『鷹書』ではminqismi-hii (彼の取り分として)の箇所が,

minfadli-hii (彼の美点として)と異同を見せている。

第二十詩行:上に述べたハヤブサ以外にも猛禽類はおり,そのそれぞれに餌たるものは定まっ

ているo Lかしその頂点こそオオタカが占めるもの。 「猛禽」の原語sab`は「saba`aするもの」

の義で, saba`aとは「獲物を捕えて,その肉を食べる」ことである。従って「肉食」の「猛獣・

猛禽類」であって,後者の場合mixlab (鈎爪)を持っていることが条件となっているO原語

sab`は数詞「七sab`ah」と有契で,数字「七」は　く完全性),く循環の頂点)を表象するところか

ら,食物連鎖の頂点に立つ「猛獣,猛禽類」があてはめられることになった。この関連から「猛

禽類・猛獣類の(多く)いる場所」の意味でmasba`ahと言っている。この最終行も『鷹書』に

は欠けている。

第三節　形式　律格を中Jいこ

この詩の形式を韻律の面、中でもb坤r (律格)について集中して述べる。この詩は基本的律

が以下のようになる。

?adr(前半詩行)一一--/----/---

`ajuz　後半詩行)一一--/I---/一一

この律格で成立する詩はアラブ詩十六律格型の中　al-sarii` (速調)と呼ばれる。サリーウ調

の基本律は,その設定者であるハリールが第四円,第九の型としたことから,

satr　半詩行) --/----/--I-の二つを-詩行とするとされるO　この拍表記

を文字表記に移し換えると

mustaf`nun mustaf`ilun maf`uulaatu

となる。 (〔表-1〕の⑤-1)と⑥を参照)この雛形はtaf`iilu (歩脚)三つから半詩行が成り

立つmusaddasu　六歩脚, trimeter)であるが,もちろん,これより短い四歩脚dimeterもあれば,

これより長い八歩脚tetrameterもある。そして本詩もそうなのだが,,半詩行の最末歩脚がaca-

talectic (完全歩脚)ではなくcatalectic (欠節)である方が多い。この詩作法においての,アラ
4

ブ詩人の慣例は,最末歩脚への注視を生み,用語化された。 sadr (胸-前半詩行)の最末単語は

`aruud (胸を開く,見せるもの)と, `ajuz　尻-後半詩行)のそれはdarb (尻を打つ,腰を落ち

(17)
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〔表-1 〕歩脚型及び歩脚単位

ta f5 亘l

(歩 脚 型 ) с(子 音 ) ,v (母 音 )構 成 音 節 , ス トレス

(J tM i-) J^ i

Lfl fa ⊆u w lu n c V c v c c v C

1 2 3 4 5

) ∠. ー 轟 (⊃

②

ョ

fa Z⊆ilu n c v c c V c v c

1 1 3 4 5
/ 1 ) 諌 止 ○

Ф

2 )

m a fa Z⊆iy lu n C v c v c c V c c V c

1 2 3 4 5 6 7
〉∠- -

/

こ左 i ;

④

⑤

ゥ

fa三E iia Ztu n c v c c v c v c c v c 1 ) ふ じ ゥ

(∋

○

l 2 3 4 5 6 7

c v c c V c c v c V c

l 2 3 < 5 6 7

( ~ ~ 一 一) 2 ) o ^ e

m u s ta fS ilu n / †→ 三三 三

(I 千 〉 l ) 2 ) J Cケ一.

m a B u w la三tu c v c c v c c V c c v

1 2 3 4 5 6 7

/ こ勺声

⑦

@ 1

m u ta fa ZS ilu n C v c v c V c c v c V c

1 2 3 4 5 6 7
/、ノ、一一 .- .、′ - u * ik. ○

(∋m u fa ?⊆a la tu n C v c V c c v c V c v C

1 2 3 4 5 6 7
/、一′ 、′、′

声 i l

-～n. 1 (lXDはXam云siyyah, ③～⑨はsab云Siyyah。　　　　　　　　　　　　　　　〔筆者作成〕

n・2下線-はwatidを表わす。

n.З下線-はf云silahを表わすO

着けさせること)との用語である。従って木詩のアルードは〔表11〕の⑥maf`uulaat--

であるべきところ, faa`ilun- - -との欠節となっており,ダルブの方はfa`lun- -との欠節で,

それぞれ構成されていることになる。この歩脚型⑥についての欠節は後述しよう。

最末歩脚を除いた第-,第二歩脚においても〔表- 1〕の⑤-1) mustaf`ilun- - - -の律になっ

ていない詩行も多い。----は22例(第1詩行第2歩脚,以下З : 2, 3 :4, 4 : 2, 4

:4, 5 : 1, 6 : 1, 6 : 5, 8 : 1, 9 :2, 9 : 5, 10: 4, ll: 2, 12: l, 12: 5,

13: 1, 13: 2, 15: 2, 15:4, 16: 2, 16: 5, 17I 1, 18: 2)もあり,また一一--

は17例(第2詩行第一歩脚,以下2:4, 3:l, 7:l, 8:4,蝣9:l,  :4, 10:2,

ll: l, 12:2, 12:4, 15: 1, 16: 1, 16:4, 17: l, 17:2, 20: l)の如くであるO

これだけ歩脚をはみ出す律が多いと,律格型の同定も難しくなると考えられるが,歩脚型は変化

できるのが許される所と絶対許されない所があって,それが個々の歩脚型を定め, -詩行全体の
たと

律格型を定めているのである。 -詩行を-テントに例え,その構成要素である歩脚六つ(六歩脚
くい

の場合)のそれぞれはテントを支える一つのwatid　テント杭)と複数のsabab (テント綱)と

(18)
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から成る,と例えられる(〔表-1〕のn.2を参照)O　テント綱は長くも短くも変更は自由だが,

テント杭の方は固定しておらねばならない。ゆるかったり,抜けたりしてしまうと,テント自体

の張りも危ないものとなってしまうO従ってテントを支える杭六本は確固としたもので無ければ

ならない。テント杭ワテイドは三文字(即ち三子音)よりー構成され,それらが母音で統合されて

いる場合,即ちc v c v c/ --/の場合watidmaqruun (統合されたテント杭)と呼ばれ,中

間の文字(子音)に母音が伴わず,三者を前二者と後-者に分断してしまう場合,即ちc v cc

v/一一/の場合これをwatidmafruuq　分断されたテント杭)と呼ばれるO 「杭」の効果は「統

合された」方がずっと大きく,ストレスの位置もより重く置かれる。

「テント杭」が三文字(子音)構成,二音節であるのに対し, 「テント綱」 sababは三文字(子音)

構成, -または三音節で, 「杭」に連なってゆくことになる。 「綱」にも二種類あり,中間に母音

が入るだけの形　c v c/ - /これは「軽い綱」 sababxafiifと呼ばれ,両者に母音を伴なう形,

c v c v/--/,これは「重い綱」 sababGaqiilと呼ばれているO　このサバブ(綱)の伸び縮

みの調節によってワテイド(杭)が支えられ,バイト(-テント-詩行)が成立する,と考えら

れている。

本稿のサリーウ(逮)調に限って,ワテイドとサバブの規則を見てゆく。 〔表-1〕の⑤-1),

及び⑥であるが,その律格の基本律は, ----/---　　　　　-である。即ち,歩脚-

1 - -二つと　　　　とから成立している。そして歩脚型(taf`ill)人種の中の,サリーウを構

成している上の三種を見ると,まず⑤-1)- - - -の歩脚型であるが,文字表記はmustaf`ilun

が充当される　mus#taf*`i-lunで--一一との柏になる。そしてテント杭・ワテイドは-1の

部分,即ち`ilunの部分に置かれている(それぞれの下線部)。これは即ち, - -の部分は変更が

許されないわけである。ワテイドに連なるテント綱サバブは第一・二拍目の長柏,即ち「軽いテ

ント綱」 watidxafiif三種であり,これらは変更可能である。変更可能となる歩脚型の拍表記及

び文字表記は従って三種考えられる。即ち

⑦ 〔基本型〕

㊨ 〔変型1〕

㊦ 〔変型2〕

㊤ 〔変型3〕

mus'taf・ `r lun

mu- taf- `i* lun

mus* ta・ `i- lun

mu'ta・ `i* lun

である。上のように表にしてみると,杭となる部分は瞭然としていよう。他の歩脚型もこのよう

に杭を押えておけば律格型も判然としてくるわけである。本詩は従って基本歩脚型⑦に対して,

先に見た如く㊥の変型1のタイプが17例, Oの変型2のタイプが22例, ㊤の変型3のタイプは例

がない,ということになるO

さてもう一つの歩脚型〔表11〕の⑥-一一　　maf・`uu-laa*tuであるが(辛)詩行末に用

いられているだけに大なる変更が見られる。この歩脚型は長短柏で終る極めて坐りの悪いもので

あって,我が国の七五調の如く,後ろに次行が控えており,すぐにそれに乗り継ぐような律であ

る。それもあって,この歩脚型を構成要素とする律格型は,アラブの十六種の律格の中,単独歩

(19)
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脚では例がなく,複合歩脚としてのみ用いられ,このサリーウ調他三種の三律格のみなのである。

従って律の主体となるものでもなく,このサリーウ調のように三歩脚目にのみ顕われる,そうし

た比重の軽い,ある意味では補足的歩脚と言えるものである。この- -- -拍maf- `UU'1aa・

tuの歩脚型は, --拍Iaa-tuのところにワテイド(テント杭)が置かれているo即ちwatid

mafruuq　分断された杭)となっている。従って,その部分は変更は許されず,許されるのは第

一・第二柏である。以下三種が考えられる。

㊥基本歩脚型　--I-　maf・`uu*laa-tu

o変型1　　　-　　　-　ma・`uu*1aa・tu

①変型2　　　----　maf*`u-laa*tu

㊦変型3　　　----　mal`u*laa*tu

Oの歩脚は第二文字(子音)をhaбf (消去)して成立し, xabn　着物の丈を短くする)技法と

呼ばれる。 ①の歩脚は,第四文字(母音なし子音か,長母音を表示する音)を消去して得られ,
た′二

これをtayy　衣類を折り畳む)技法と呼ばれる。 ㊦の歩脚はOのxabn, ①のtayyを同時に操作

して得られ,これをxabl　手足を不具にする)技法とされる。蕨後者①のxablはzihaafumuzda-

waj　三重の歩脚変更)四種に属し,禁止されてはいないが避ける方が良い技法とされている。18)

この歩脚型はサリーウの律格では第三,第六歩脚に顕われ,本詩でもそのはずである。しかし

二十詩行に上る前半詩行の相当歩脚は- - - (但し第-詩行のみ一一),後半詩行のそれは例外

無く一一である。上述の㊥から㊦のいずれのタイプも出てきていない。それどころか四拍ある

べき拍数が前半諸行では三拍に,後半は二柏になっている。さらに驚くべきことに歩脚単位とな

るワテイド(テント杭)に変更が加えられているのである。ワテイドは一一一-の末尾--に

あるが, --- (前半詩行),一一(後半詩行)いずれもこれが見当らない。

ワテイドの不在。これには三つの原因がそれを許していることが考えられる。まずこの歩脚型

の特殊性。先にも述べた通り,人種ある歩脚型の単独の連続,及び三種の組み合わせ(三種のも

のは無い)によって律格が成立しているのであるが,この一一一-　maf・`uu* laa*tuの歩脚型

は,単独で律を構成してはいないし,サリーウ調をはじめ他三種の律格も,主律一一- -　mus"

ta f・ `r lunとの組み合わせ,即ち補助として用いられている弱律であって,その意味でも変更を

加えられる可能性が高いと言える。

さらに大きな理由は行末歩脚であるため。本詩は仝詩行ともtrimeter (三歩格), musaddas　六

歩脚)であるため,それに準拠して述べると,半詩行末に来る三歩脚目及び六歩脚目は押韻の関

係からその歩脚型も完全な形で終らせなくても良いことになっている。本詩の場合一一一-が

その歩脚型であるが,そのまま律通りに詩行を完了させている場合,その詩行は「律動が完全で

ある」の意味でtaammと,または「健全である」の意味でsahiihと言うo　また本詩のように前

半詩行が-音節,後半詩行が二音節少ない場合は「欠節あるもの」の意味でqabiihと言っている。

この欠節律がごく普通に認められているため,欠節部にワテイド(テント杭)が来ていても,ご

(20)



く普通に抜き去られてしまう

ことになるO

第三の理由は,第二のそれ

と関わるが,欠節部にワテイ

ドが来る場合。結節部は詩行

の最末から順次行なわれる。

即ち,欠節がある場合,まず

最末音節が,次いでその前の

音節が,という風に。従って

歩脚型の内部構造で,テント

杭たるワテイドが末部に設定

されているタイプ程この「杭

タカ　ツルを狩る(堀内)

〔表-2〕 8種の詩脚型の基本型(右側)と派生型(左側)

・年;,J;.*! Jは　　-*>
Jj�"-.**?専l

〔出典　注19参照〕
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抜き」の被害を受けることになる。 -一一-はまさにこの典型たる歩脚型なのである。これを

証拠立てる歩脚型の分類がある。 〔表-1〕の歩脚型八種は〔表-2〕の如く三分される。ワテイ

ドを中心とした分類は(㊨, ⑤に三種ある。 ④は- -- -faa'`i-laa tunの中で1)--`i-laaの

部分,及び2)--faa・ `iの部分, ⑤は一一--mus*taf・`i*lunの中で1)--i*lunの部分,

及び2)- -ta f・ `iの部分であるO従ってワテイドに基づく歩脚型は④, ⑤が三種ずつとなり,

②の二種を別にすれば計十種ということになる。この十種の歩脚型を三分する分類法がこの〔表

-2〕なのである。 'а?I (基本歩脚型pi.'usuul)四種(①, ③, ⑧, ④-2)とfarつ分枝・派

生歩脚型р1. furuu・)六種(表の左欄)がそれである。19)基本歩脚型に選ばれているのは①fa`uulun,

③mafaa`iilun, ④の2)faa`iiaatun, ⑧mufaa`alatunである。 〔表- 2〕の,これ以外の丸番号のも

の六種が派生歩脚型ということになる。原書には何故「基本」なのか, 「派生」なのかの理由説

明がなく,ただワテイドに基づくものとして述べた後,すぐに各律格型のいずれに適用されてい

るかを記しているだけであるO基本歩脚型四種に共通するのは,ワテイドが最初の音節に置かれ

ていることである。 ④-1)でも分る如く,第二音節以降で構成されているものは,この範噂に入

らないことが分明となる。また④-2)の型はワテイドを無理に頭に持ってきた弁法であり,この

ようにしてまで作り上げたワテイド構成をも「基本」歩脚型四種の内に含めているのは,矢張ワ

テイド抜き,即ち「杭抜き」の弊害はできるだけ避けるべきであり,最終歩脚に欠節が生じても

「杭」は安全に保たれ,それによって歩脚型,引いては律格型が明別できる装置とされているか

らと考えられようO

従って歩脚型⑥一一一-　maf・`uu-laa*tuが詩行末に来て,そこが欠節となる場合,ワテイ

ド,即ち「テント杭」が末尾にある故に,杭抜き現象が生じることになる。本詩の場合,前半詩

行末は　　　　後半詩行末は- -の欠節となっている。前者の欠節は,まず第四文字(子音)

が消去され,長音節から短音節化される。これをtayy技法という。これでmaf* `u・laa tu　-

---が得られる。続いて第七文字(子音)を,それに伴っている母音ともども消去する。こ

(21)
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れをkasf (足の腔を切断する,またはkasfとも)技法という。これでmaf'`u-laa　---が得

られることになる。

後半詩行末の1 -は,歩脚末のwatidmafruuq (分断されたテント杭),即ちc v cc

-をhaбf (消去)する。これによってmaf"`uu--となるo maf・`uuは標準歩脚型でいうと
かたわ

fa・lunというоこの別unとしてしまう技法は?al。m (耳や鼻を切って不具者にする)という20)

この?alam技法の名称の意味からしても,この「杭抜き」が如何に詩法として負に働いているか

推察できよう。

注

1.本稿のアラビア語のローマ字表記は,詩の律格-の配慮から,いくつかの字母は通常見かけられる学術

的表記とは異なっているO　第一に-字母一昔価にする必要から, Ah/ (歯間摩擦・無声音)は/o/, /kh/

(口蓋垂摩擦・無声音)はA/, /dh/ (歯間摩擦・有声音)は/3/, /sh/ (歯茎・硬口蓋摩擦・無声音)

は/s/, /gh/ (口蓋垂摩擦・有声音)は/宮/としたO　また,三種ある長母音表記は/a/を/aa/, l¥lを/ii/,

/也/を/uu/とした。

2.とは言え,この詩集に洩れたアブ- ・ヌワースの詩作品もないわけではない　al-DamiiriiのHayaatul-

Hayawaanの中に収められているZurraqと題されるtard (狩猟詩)がこの例であるо　このZurraq (ハ

イタカ)の詩作品は拙稿「アラブ詩の律格型ラジャズについて」, 『詩的デイスクール』,白鳳社, 1993,

pp. 142-172で論じているので参照されたい。

31アラブ世界の古典の著書,著者索引としてオーソドックスなKasfuそ-そunuun, Brockelmann, Kahhaalah,
いずれにも兄い出されていない。

・4.近代シリアの啓蒙思想家として名高いO名前から推してクルド人の血を引いていよう。 1876年に生まれ,

1920-25年ダマスカス科学協会の会長を勤め,文部大臣にもなる。エジプトにおいても活躍し,王立科

学協会の会員にも選ばれる。著書に『イスラーム哲学』, 『シリア地誌』, 『イブン・トゥ-ルーン伝』な

どがある。 1953年に死亡。

5.アラブ詩における拍(長・短三種のみ),及び柏の律格形式との関連については拙稿「アラブ詩の律格

型ラジャズについて」 (『詩的デイスクール』所収,平成五年出版,白鳳社)を参照されたい。

6. 『詩集』 P.680,註1

7. 『鷹書』 P.165.註2

8. silah及び'aiif付加技法に関しては`Abdu s-Salaam saraaqii : ai一muбakkiraatu 1-waafiyah fii ・ilmayi

l-`aruud wa十qaafiyah, 13　A. Hノ1949 A. D. Alexandria, p. 74f及び

Kaamilu s-Sayyid Saahiin '・al-Labaabu fil-`uruud wa　-qaafiyah, 1389 A. H./1969 A. D. Cairo, p. 124fを

参照。

9.ウサーマ・イブン・ムンギズ: 『回想録』,関西大学出版部　藤本勝次他訳, 1987,P.263f.

10. 『鷹書』 P.165c

ll・アラブのタカ狩用「皮手袋」及びその最高品については拙稿「Baz壬を謡う」 p.59fを参照されたい。

12.鈎爪を含めた祉全体を上から見た場合「クモデ」,その良相である祉・釣爪の明らかに分枝しているも

のを「クモデワカレ」,下から見た場合「クモヂリ」,祉の下にあるつかみ突起を「チイボ」。これらは

宮内省式部職発行の『放鷹』 (昭和五十八年七月,吉川弘文館　再発行)四一一一一二頁,及び巻末の

用語集に詳しい。

13. 『鷹書』 p.165

14.境の興味深い描写は,他に拙稿「Baziを謳う」 pp.65-67を見られたい。

(22)
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15.遠藤公男著『盛岡藩御狩り日記』講談社1994,特に第二,三章pp.30f。

16. al-Damiirii, Vol. 2, pp. 485-86 xawaassの項を参照0

17.獲物が視界内で死んだか,視界外でか,また何時死んだのかと言った点は,その獲物がhaIaal (可食)

かharaam (不可食)となるか,極めて大事な点である。 「即死」もこれらの問題と関わって解釈されるo

詳しくは拙稿「狩猟の獲物とイスラムの食規定①, ②」 VESTANO.19 (1994, 5月) pP.24-32,No.

20 (1994, 9月) PP.58-66を参照されたい。

18.歩脚型の変型でこれまで述べてきたhaбfとかⅩabn他の技法であるが,先の基本歩脚型⑤の変型1 -3

までにもさまざまな技法がある。本稿で述べなかったのは,既に拙稿「アラブ詩の律格型ラジャズにつ

いて」第五・六節で展開させたからである0

19. 10種の歩脚型を基本型と派生型に分ける考え方は`Abdu s-Salaam Saraaqii al一muбakkiraatu 1-waafiyah,

Alexandria (Egypt) , 1949,PP. 10-11を参照されたい。表-2も同書p. 10より。

20. Saraaqn : Ibid. PP. 26-27

Kaamilu s-Sayyidu Saahiin : al-Labaabu fi 1-`aruudi wa十qaafiyah, Cairo, 1969, pp. 105-106。
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